文化講座「特殊研究講座」/人間社会学部研究会(平成22年度)要旨(初等教育学科関連)/平成22年度 大学院人間教育学専攻 修士論文題目一覧/平成22年度 初等教育学科 卒業論文題目一覧 by unknown
文化講座「特殊研究講座」
平成22年度
10月16日（土）「子どもをひきつける話術の習得」
落 語 家 三遊亭 京楽氏
話し方のポイント
1 大きさ 大きな声を出す。時によっては小さな声も集中する。
2 声の質 きれいな声，心地よいその場にあった声を出す。さがす。
3 高低 高音と低音を意識的に配分すると集中する。
4 しゃべらない 無駄な言葉を省く。語彙を多くもつ。
5 間 長すぎず，間抜けにならないようにする。短すぎない。
6 テンポとリズム 流れるように，波打つように。だらだらしゃべらない。
7 心をこめる 感情を込める。一生懸命しゃべるだけでも短時間なら心に響く。
8 人物描写 会話調にすると聞きやすくなる。
9 仕草 物を使ったり，手や足を有効に使う。
10 顔の表情 できるだけ笑顔。視線も大切。
11 笑い ユーモアを交ぜるとしばらくは集中する。
12 会場 会場によって間を変える。
13 相手に合わせる サラリーマン，社長さん，お母さん，子ども，お年寄り，
それぞれで1～11を変えることがとても重要。
14 練習する 決まった台詞でも，何度でも事前に練習する。
15 聞く 相手の反応によって，長く，短く，内容を変化させる。会話であればとにかく一生懸命
聞かせていただくこと。
10月30日（土）「通常学級における特別な支援を必要とする子どもたちへの対応」
植草学園短期大学 教授 漆澤恭子氏
教室の中を立ち歩いたり，教室を出て行ったりする子をどうするか
・いい行動は注目しやめてほしい行動は「行動の無視」を
・動きを止めるより，いかに動かすかを
学級（友だちは学校の家族）
・どの子もその子らしく，一人ひとり違っていい
・友だちの違いを受け容れる心
・いいところを見つけて行為をほめる
（友だちのいいところは伝え合おう）
※誰もが学級に応援されるクラス，友だちは学校の家族
児童理解（子どもの発信をキャッチする）
・やりにくさを知り，支援につなげる
・記録をとる
・交換授業で全校の子を
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障害理解
・二次障害を防ぐために，障害と子どもの気持ちの理解を
落ち着いた環境づくりのために
・クラスのルールづくりも一案（「発言のルール」「聴き方のルール」など）
・掲示の工夫
授業中生活のルール
・例えばノートを見せに来るとき
・はじめが肝心 給食のルール
一人だけ大声で言ってしまう子
・その背景は何？
・学級の他の子も大切に
「いまどき」の子について学ぶ
・怒りをコントロールできない子
・キレやすい子
☆個別の指導と学級への指導は一体化して
学習の支援の基本
・安心して学習できるように
・学習の仕方に特徴があることを理解
・できるところをのばして
・二次的な困難を作らずに 成就感や意欲を
特別支援教育が生かされた授業とは
・学びあえる授業
※子どもが大切にし続けられる授業
授業中のアイデア
・みんなをひきつける方法
・違うことをする子どもがいるときは
・早く課題が終わった子には
授業構成の工夫
・授業の前に
・導入
・展開（授業の流れに変化をもたせる）
授業の構造化を図る
・授業のリズムを作る
・言語，思考，集団，操作，制作，体験などの活動を目的に応じてタイミングよく織り込んでいく
授業のユニバーサルデザイン
・教師の話の工夫（指示は端的に，順番と内容を）
・机間支援の工夫（楽しみになる机間支援を）
・板書の工夫
・ノート指導は（見たまま写せばいい支援，ノートをとるためのスキル）
・視聴情報の活用
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・担任が通訳をする
どんな支援を
・書くことに自信を
・プリントへの配慮
・描く
・みんなと読みたい
・状況の理解
・学級への指導，個別の指導
☆特別支援教育はチームで行う教育（校内，保護者，通級指導学級，地域）
小学校教育と就学前教育の接続の円滑化と相互理解のために
・児童と幼児の交流
・小学校と保育所幼稚園の先生との連携
・保護者と小学校の教育への理解
人間社会学部研究会（平成22年度）要旨（初等教育学科関連）
平成22年9月30日
教師が行う登校支援と学級の人間関係づくり
准教授 岸田 幸弘
小中学校における不登校児童生徒数は過去10年間では約13万人前後を推移している。また，最近では高等学
校でも不登校生徒数の調査が行われており，毎年5万人を超える高校生が不登校状態に陥っている。関連して中
学校1年生で不登校が急増するいわゆる「中1ギャップ」の問題や，小学校に入学して間もなく学校生活に馴染
めない「小1プロブレム」などと言われる問題が学校現場で起こっている。
小中学校で教員として不登校問題に取り組んできた経験からは，不登校状態にある児童生徒への支援はもとよ
り，子どもたちが学校に適応して不登校にならないようにするための多面的な支援の必要性を感じてきた。学校
環境の改善によって不登校児童生徒を減少させた事例報告（岸田，2002,2008）では，その支援内容は教師同士の
連携の工夫や情報の共有のシステム作り，教師の意識改革，保護者との対応の在り方，居場所づくりの工夫，学
校内外の援助資源の有効活用，そして不登校支援を見据えた集団づくりや授業づくりなどが強調されている。
つまり教師による不登校支援は，不登校状態にある児童生徒への問題対処的な支援だけではなく，欠席しがち
な子どもへの配慮や，不登校対策として行われる子どもたちの様子の情報交換や欠席状況の把握などの予防的な支
援，そして仲間づくりなどのより積極的な学校適応を目指す成長促進的な支援まで含めて考えることが必要である。
そこで，教師が行っている不登校支援を，成長促進的支援，予防的支援，問題対処的支援を含めて，包括的に
明らかにすることを目的に，小中高等学校及び特別支援学校の教師227名を対象に質問紙調査を行った。因子分
析によって「学級授業づくり」「気になる子への配慮」「専門家への相談」「情報の共有」「注意深い配慮態度」
の5つを抽出し，不登校支援尺度を作成した。その結果，①教師は不登校状態にある児童生徒への問題対処的な
支援のみならず，成長促進的な支援や予防的な支援にも重点をおいていること，②小学校，中学校，高等学校と
学校段階が上がるにしたがって「学級授業づくり」「気になる子への配慮」「情報の共有」の各支援の平均値が
低くなることが明らかになった。また，予防的な支援と問題対処的な支援には明確な違いがないことや，学校段
階によってその異なるシステムをもっと有効に活用した不登校支援が可能であることなどが示唆された。
さらに，成長促進的な支援の事例として，「対人関係ゲーム」による学級集団づくりの理論と実践を紹介した。
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平成23年1月8日
算数科における見積りの指導に関する実証的研究
准教授 斉藤 規子
見積りは，昭和62年12月の教育課程審議会の答申に，算数科の改訂の基本方針として「およその大きさや形」
をとらえることや「見積り」ができることとして掲げられたのが最初である。これを受けて平成元年3月に告示
された学習指導要領では，量感を豊かにし，事象を大まかにとらえることや見通しを持つことなど，見積りにつ
いての指導内容が位置付けられた。以降学習指導要領は，平成10年，20年と改訂を重ねたが，見積りは重視さ
れる指導内容として継続して掲げられている。
ここに，平成20年度全国学力調査（平成20年4月実施小学6年生約115万人対象）の結果がある。問題は約150
cm2の面積のものを選ばせるものである（正解は2）。反応率は次のとおりである。
この問題は「図形（具体物）の面積を見積る」とは異なり「数値か
ら具体的な大きさ（図形）を思い描く」という問題である。数を使用
する算数数学にとって，数値を求めるだけでなく数値の持つ意味や
大きさを実感していることは重要なことである。この部分が身につい
ていない実態であると捉えた。
そこで平成22年6月に都内の小学6年生296人を対象に，同様の
問題とともに長さや面積の見積りに関する調査を2回に分けて実施した。
同様の問題については，上記1～4はそれぞれ2.0％，29.1％，55.1％，10.1％の反応率であった。1週間後に
実施した「はがきの面積を見積る」問題で，これを実際の±30％の範囲（105～195cm2）で見積った者は，以前
の調査1～4を選択した者のそれぞれ50％，53.5％，38.0％，22.2％であった。全体としては42.6％の児童が妥
当な見積り値を得たことになる。さらに縦横の長さを見積り，「縦×横」のかけ算で面積を求めた者は全体の6
割を超えていた。なお，長さの見積り値の妥当な範囲を実際の±30％とし，これをかけあわせると73.5～253.5
の範囲の数値となる。はがきの面積を「縦×横」の方法で見積り，75～255cm2の範囲で答えられた者は72.4％
であった。
他の調査問題の結果とも併せ，長さの見積りについてはおおむね良好であること，また，面積と言えば『縦×
横』と即座に答える者が多いが，この方法によって得た見積り値には修正が必要なこと，さらに修正のためにも
必要な他の方法の獲得や適用は十分ではないこと，基準となる100cm2の量感をもっていないことなどが明らか
となった。
見積りが教科書に登場した平成4年度以降，今回の改訂による平成23年度から使用の教科書（見本本）までを
調査した結果，長さについては10cm，20cm，30cm，1mなどの様々な
量感をもたせる活動や，具体物の長さを見積る活動など，年々多くの活動
が扱われていることが分かった。
面積を見積る活動も扱われてはいるが，どのようにして求めればよいか
という方法は示されていない。方法については，長さについても同様であ
る。また，量感については1cm2と1m2が取り上げられているのみであ
る。
そこで今後は，面積に関して必要な量感のもたせ方やその活用，その他
の有効な見積りの方法の獲得と適用などを中心に，この最適な指導のあり
方について実証し提言する。
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平成23年度版
啓林館2年上
平成22年度 大学院人間教育学専攻 修士論文題目一覧
○すべての子どもがいきいきと活動できる学級経営のあり方に関する研究 洒 井 眞理子
○幼児期における道徳性の発達
共感に基づく思いやり行動を中心に 湯 淺 阿貴子
平成22年度 初等教育学科 卒業論文題目一覧
○小学校における演劇教育の効果とその指導法 安 藤 愛 菜
○小学生のおしゃれ意識について
ティーンズ雑誌からみる小学生のおしゃれ事情 石 井 枝里奈
○「気になる子」に対する教師の対応について
担任教師と教育支援ボランティアとのかかわりを通して 石 井 加奈子
○幼稚園入園時における3歳児の分離不安と人見知りの関連について 石 川 理 絵
○幼児向けテレビアニメとごっこ遊びとの関係性
女児のプリキュアごっこを通して 石 多 恵
○天体の学習における指導内容と方法に関する研究
第4学年の「月と星」を事例に 市 村 紗 樹
○子どもたちに選ばれたヒーロー「アンパンマン」の魅力についての考察 井 筒 まどか
○乳幼児期におけるこころの育ちと保育者
愛着行動への対応と道徳性の芽ばえを中心として 伊 藤 春 花
○幼児の発達と遊具を使った運動 今 井 香 子
○乳幼児期における母子間の身体的接触が及ぼす影響についての一考察 岩 渕 恭 子
○気になる子ども 内 山 美 樹
○乳児のことばの発達についての研究 太 田 麻 美
○幼児期の歌唱行動と一斉歌唱における保育者の役割 大 野 裕 佳
○保育におけるわらべうた 人間関係の視点から 沖 原 真由美
○幼児期の自然体験活動が及ぼす幼児期の自然環境理解の影響について 梶 井 麻 衣
○幼稚園における「気になる子」の発達過程
A児の対人関係及び自己調整力の変化 兼 平 奈 々
○学校心理学の枠組みからみた特別な支援を必要とする児童への援助の
在り方 城 内 枝理子
○子育て支援の意義 地域の違いに着目して 北 山 樹 里
○生命の連続性を重視した「動物の誕生」に関する理科指導の工夫
水族館との連携の視点から 佐 貫 礼 奈
○小学校の水泳指導の在り方 高 橋 奈々美
○幼稚園における自閉症児への支援 田 中 恵
○幼児の造形表現における絵画活動の意義と子どもの豊かな絵画表現を
促す保育者の援助 子どもの造形的発達に視点をあてて 玉 﨑 愛 美
○幼稚園パンフレットのもつ魅力 田 村 はるか
○初等教育における書写教育の研究 出 水 良 枝
○幼稚園における発達障害のある子どもへの保育者の関わり方 土 井 恵理子
○国語科における書くことの指導について
主に作文指導における考察と提案 中 島 友 希
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○ピーターラビットの研究 ピーターラビット絵本の魅力 永 島 伸 恵
○幼稚園の入園に関する研究 西 川 愛 美
○小学校における課外クラブ活動の在り方と重要性
ミニバスケットボールクラブを中心に 楡 井 彩 乃
○保育園における子どものかみつきについての研究 八 田 薫
○幼児における模倣の意味と創造の出発点としての可能性の検討 林 真都花
○特別な教育的支援を必要とする児童への支援 原 島 美 英
○日本の性教育の現状と歴史及び今後の性教育の在り方 平 井 恵 美
○図画工作科における児童の造形活動を豊かにする図工室の在り方
小学校図工室での材料用具作品の設置方法に視点を当てて 廣 長 桃 香
○学級の人間関係の育成に関する一要因
学級活動（係活動）のあり方を通して 星 尚 美
○小学校理科における環境教育の指導内容の方法に関する研究
第6学年の「生物と環境」を事例として 益 田 美 沙
○乳幼児の手指の発達について
食事場面における手指の動作を通して 水 島 望
○小学校音楽科教育における伝統的な音楽の学習について
郷土音楽を教材とした授業づくり 皆 川 亜沙子
○教師の給食指導と学級の人間関係 森 田 智 子
○日本のいじめの実態と諸外国の解決予防プログラム 安 光 愛 美
○国語科の説明文における読解力を高めるためのワークシートについて
第3学年「すがたをかえる大豆」の授業実践から 山 口 な ゆ
○遊園地のもつ教育的価値について
幼児児童に与える影響を中心に 横 川 和 里
○小学生の「相談すること」（相談行動）と教師の役割 渡 邊 美 穂
○初等科体育教育における運動有能感について
生涯スポーツと健康教育の育成を目指して 小 川 久美子
○生徒指導の方法に関する研究
心と身体と現実のつながりの視点から 稲 村 響 子
○小学校音楽科におけるリズム教材の研究 加 藤 理 恵
○小学校におけるストレスマネジメント教育 第5学年体育科保健
領域「心の健康」に活かすストレスマネジメント教育 騎 馬 結 佳
○小学校家庭科における生活時間分野の指導に関する考察
児童の主体的に生活する能力をはぐくむ指導 熊 谷 絵里奈
○小学校における食育の考察
東京都公立小学校の食育の取り組み 牧 野 すみれ
○小学校家庭科における子どもの食生活の指導法に関する研究
バランスのとれた食生活に関する授業提案 山 田 侑 希
○日本の学校教育における教科書内の多文化共生教育の現状と理解
についての一考察 飯 島 未 佳
○乳幼児の認知発達についての研究 岩 元 典 子
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